平成26年度　日本哲学会　第73回大会　（2014年6月27日／於：北海道大学）　　　    　 　  　　
　　　　　　　　　哲学教育ワークショップ「哲学教育と倫理・道徳教育」　　　　　　　　　　

いじめを正当化する理屈について考える
　　　 ～いじめ問題に関わる授業実践の試み～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　酒井 絵里　(札幌日本大学高等学校)

～　はじめに　～

近年の倫理・道徳教育に関わる動きとして、「道徳の時間」の教科化へ向けた議論の高まりや昨年度高校に入学した高校生から適用されている新学習指導要領に「倫理」や「ホームルーム活動」を中心とした道徳教育の全体計画を作成するという内容が盛り込まれたといったことが挙げられます。こうした動きの背景に昨今のいじめ問題があったかと思われますが、倫理の学習指導要領では、「いじめ」という身近な人と人との係わり合いの質に関わる倫理的問題を、具体的にどの単元でどのように学習内容と結び付けて扱うべきか明確に示されてはいません。　
マスコミの報道によっていじめによる自殺やいじめに関わる法整備、学校と警察との連携強化、いじめ問題を扱うドラマなどが世間の関心を集めることが多い今ほど、学校や教師の在り方、特に倫理や道徳教育を含めた教育の在り方が強く問われている時代は無いのではないかと思います。　
　私は今年で教員として9年、倫理を教えて5年経ちますが、最近では「いじめ」で傷ついた生徒、知るべきことを知らずいじめによって他者を深く傷つけてしまう生徒をこれ以上増やさないために「倫理」の教員として一歩踏み込んだ取り組みをすべきなのではないかという想いを強くしています。そこで、今回は一昨年兵庫県川西市で起きた高校生の自殺にともなっていじめ問題の議論が再燃した時期から倫理の授業（ガイダンス後すぐ）と自身のＨＲで生徒に投げかけた3つの問いを柱とした授業を紹介します。この授業のねらいは、世間で人々が何となく使っているいじめを正当化する理屈についてどう思うかと問いかけることで、高校生に自分たちの頭でよく考えてみると、実はそれらの理屈が成立しないことに自ら気付かせること、そしていじめを予防し、起きた場合でもその後の状況を深刻化させないことにあります。実際、生徒の感想（匿名可）では「今まで自分もこういう考え方をしていたが、考え方が変わった」と書いてくる生徒が何名かいました。1，2回の授業によって完全ないじめの予防に直結するとは限りませんが、数名の心が動くだけでも大きな効果であると思います。
その３つの問いとは、世間一般に生徒の口からだけでなく一部の大人からも聞かれるいじめを容認または正当化してしまうような本音の部分の理屈です。「～である。だから…」という原因と見なされる事実判断にその結果としての価値判断を安易に結びつける表現の危険性は、こうした理屈をもし教師が生徒の前で持ちだすならば、暗黙のメッセージとして「同じ場合では誰もが皆同じ扱いを受けて良い（仕方がない）」という規範を示すことになりかねないということであり、特に教師には慎重さが求められると考えてきました。私はいじめを正当化又は容認する理屈にはいずれも論理性や必然性を見出すことは出来ないと考えており、また、現実と理想に関する思考の枠組みがしっかりしていれば、そもそもこうした論理性の無い理屈は語られないはずであると考えています。

【本校の概要・「倫理」の実施状況】
例年若干の変動はあるが、１学年８クラス程度であり５クラスが総合進学コース、３クラスが特別進学コース（内１クラスはスーパーサイエンスクラス）である。１クラス人数３０～４５名でクラス数計２２クラス。総合進学コースは日本大学をはじめとする私立大学を目指すコースであり全道・全国大会レベルの部活動に熱心な生徒が多い。特別進学コースは国公立大学を目指すコースである。卒業後は９割以上の生徒が４年生大学へ進学する。
　科目としての「倫理」は日本大学への推薦試験に「倫理・政経」という選択科目がある関係で、かなり前から「倫理」がカリキュラムに組み込まれてきた。一昨年度からは１年生で週２時間の必修科目として全生徒が教科書の３分の２(西洋古代中世、日本思想)を履修し、文系に進む全生徒と理系で難関大学を目指し「倫理・政経」を選択したい生徒が３年生の公民演習（倫理と政経の扱いが半々）週３時間で西洋近現代思想を学ぶカリキュラムになっている。
　












～ いじめを正当化する理屈についての３つの問い～

（１） 「いじめられる側にも原因がある。だから、いじめはあっても仕方がない」
この理屈についてあなたはどう思いますか?
　
　この問いを生徒に投げかけると、この理屈に賛成する意見はどこのクラスでも出てきません。おそらく、公然と言える理屈ではないという意識が生徒の中にあると思われます。逆に、この理屈に対する反対意見である「いじめられる側に原因があるからといって、それがいじめを正当化する理由にはならない」という意見はほとんどのクラスで１、２名の手が挙がり言ってくれる生徒がいます。
自分より下と見なせる人間を見つけ、攻撃することで楽しみや安心を得ることが人間の本能的なものだとすると、この理屈の背後には、人間は暴力性という本能に対し自己を律することなどできないということ、つまり理性にもとづく自制心というものを全く否定する考え方があると言えるのではないでしょうか。

（２） 「遊びとしての［いじり］は、それをされて喜ぶ相手か傷つく相手か人を見てやっている。だから、いじめになることを心配する必要はない。」
この理屈についてあなたはどう思いますか?

この問いを投げかけると、あまりにも日常普通に使われている理屈だからか、生徒からは意見が
出ません。昨年名古屋で起こった中学2年の生徒が担任のいるＳＨＲで他の生徒から「死ね」と言われた直後自殺をしたという事件でも担任の教師が言っているように、［いじり］［冗談］と称して乱暴な言葉が生徒間で日常的に使われている現状があります。そうした言葉を日常的に使う生徒がよく持ち出す理屈が上の理屈です。これに対し教師が注意をすると「これは冗談であって、相手も嫌がっていないし（その場で相手に確認をとって見せる）、勝手に自分を悪者扱いしないで欲しい」「先生は大げさだ」などと反論される場合もあり得ます。この理屈は、相手が口で何と言っていたとしてもそれが１００％本音かどうかは分からないものであるという認識を欠いている場合や、相手の気持ちに想像力を働かせて尊重するということの大切さが忘れられている場合に使われる理屈であると思います。ですから、そもそも親しい友達同士であっても深く相手を傷つける可能性 (・・・)が (・)高 (・)い (・)言葉は使ってはいけないということを日頃から（本来ならば初等教育の段階から）教える必要があるのではないかと考えます。
　






（３） 「いじめは今までもあったし、これからも無くならないと思う。だから、いじめについて議論すること自体、無駄・無意味である。」
この理屈についてあなたはどう思いますか?

この問いを投げかけると、どのクラスでも「完全には無くならないとしても、話し合うことで今より減らすことは出来ると思うから無駄ではない」という意見が出ます。
しかし、生徒からの感想にもありましたが、「いじめはいけないことである」との社会における共通理解が広まりつつある現在でも、こうした理屈が大人の口から聞かれることがあるように思います。
教師の役割が社会の理想や今後の方向性を示すことであるならば、少なくとも教師はこうした理屈でいじめの問題に向き合うことを避けてはいけないのだと思います。














　　 　　　　　　　  授 　業 　実　 践  　 　　 　　　　　　　　 　

【問い１】　いじめられる側にも原因（問題）がある。　
　　　　　　　　　　　⇓　だから
　　　　　　いじめはあっても仕方がない。

この理屈についてあなたはどう思いますか?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この問いを生徒に投げかけると、どのクラスでも「いじめられる側に原因があるからといって、それがいじめを正当化する理由にはならない」という意見が出ました。ほとんどの場合、手を挙げて言ってくれる生徒がいました。
ここで私の方からさらに、「いじめられる側に、集団生活のマナーを外れていて周囲が迷惑するような原因や問題が実際にあった場合、いじめという方法をとらないのであればどういう対応の方法があるか?」と問います。これに対し生徒からは「直接、相手がいじめられていると思わないように迷惑している部分を伝える」という意見や「なかなか上手く直接はいえない」という意見が出てきました。
案外、生徒の学習環境の管理者でもある「先生に相談して先生から指導してもらう」という発想がどこのクラスでも出てこないため、こちらから提案すると「そういう方法があったか」という様子の反応があったのが印象的でした。生徒はこの類の問題は先生に相談するのではなく生徒同士の中で対処しなければならないものと思っている様子です。また、過去に学校の教師に相談して十分な対応をしてもらえなかった経験をしていると、教師に対する不信感からそもそも頼ろうとは考えないという場合もある様子です。
　あとはこの問いに関わってこんな問いかけもします。「『いじめられる側にも原因がある、だからいじめはあっても仕方がない』という理屈の流れを取りたがる人というのは、心の底にどうしてもいじめに走りたい全く別の欲求を持っているのではないか? 身近な誰かをネタにして楽しみたいとか。」これに対し生徒からは「それもあると思うが、自分以外の人間を自分より下と見ることで安心したいという気持ちもあると思う」「それは人の本能だと思う」という意見が出ました。ここでいじめに走ろうとする人間の弱さが露わになり、生徒からの感想にも「いじめている人間の心が弱過ぎだと思った」というものがありました。
　これに対し教師からは「本能に打ち克つためにあるのが人間の理性や意志である」という話ができると思います。
他には、身近な誰かをネタにして笑うという楽しみ方は最近のテレビ番組のお笑い芸人から影響を受けている部分があるのではないかという話、喜劇王と呼ばれるチャップリンは、少なくとも一般の何も悪くない市民、弱い人々をネタにすることはしなかったなどの話をすると、それまで自分が楽しんできたのとは違う笑いというものに興味を持つ生徒も出てきました。

【問い２】　遊びとしての「いじり」は、それをされて喜ぶ相手か傷つく相手か人を見てやっている。　　　　　　
　　　　　　　　　　　⇓　だから
　　　　　いじめになることを心配する必要はない。

　　　この理屈についてあなたはどう思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この問いに対しては、あまりにも日常普通に使われている理屈だからか、生徒からは意見が出ません。しかし、「人の心の中は他者から分かるのでしょうか？心で泣いて顔で笑うということが人間は出来るのでは？１００％分かることはないからこそ、勝手に理解を押しつけたりせず相手の心に想像力を働かせて尊重することが大事なのではないか。」と具体例をあげて問いかけるとうなずく生徒が出てきます。
この問いに関わって「何かを言われて嫌だと思ったら、その場で本人が『嫌だ』とはっきり言うべきだと思う。だから、嫌なら嫌と言えない方が悪い。」という意見が出る場合があります。しかし、これに対してクラスのリーダー的存在の生徒から「中学時代、周りが自分をネタにすることで盛り上がってしまったとき、『そう言われるのが嫌だ』と言って『空気が読めないやつだ』と思われるのが怖くて我慢してしまったことが実際にある。なかなかその状況に置かれたら嫌なものを嫌だとは言えない。」という意見が出たことがありました。ここで私から「どんな人でも嫌であることを嫌と言えないような状況をつくってしまうのがいじめなのではないだろうか。そう考えると、嫌だと言えない方が悪いというのはあまりにも酷な話ではないだろうか。」そして「相手が深く傷つくかもしれないような言葉を言い合ってまで、そういう仕方で楽しむ必要はあるのだろうか。」と言うとそれ以上反論は出ず、生徒たちは考えている様子でした。















【問い３】　いじめは今までもあったし、これからも無くならないと思う。　　
　　　　　　　　　　　　　　⇓　だから
　　　　　　いじめについて議論すること自体、無駄・無意味である。

　　　　　　この理屈についてあなたはどう思いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この問いについては、どのクラスでも「完全には無くならないとしても、話し合うことで今より減らすことは出来ると思うから無駄ではない」という意見がでました。
　あるクラスでは、明らかに真面目に参加する様子が無い生徒が一人いたため、この理屈をどう思うかと尋ねると、「まさに自分はこう思う」と答えましたが、それに対して他の生徒が上の様な意見を言い、真面目に参加する様子が無かった生徒がすぐ考えを改めたという場面もありました。その二人のやり取りを同じクラスの仲間が聞いていたということにもまた大きな意味があると思います。
　

その他、感想では「いじめに耐えられるようでないと強い大人にはなれないと思う」といういじめによるメンタル強化論を書く生徒もいたため、この理屈についてどう思うかいくつかのクラスで生徒に問いかけると、生徒からは意見が出てきませんでした。しかし、「普段あなたは何によってメンタルが鍛えられていると思う？」と問いかけると特に日頃一生懸命頑張っているものがある生徒からはすぐに「部活。」などと返答があります。そこで私から、いじめという方法でメンタルを鍛えなくても、公正な競争である部活の大会や受験でも十分なのではないかという考えを生徒に示すと多くの生徒がうなずいていました。具体的には以下のような話をしました。
「身体が生まれつき強い人もいれば弱い人もいるように、メンタルが生まれつき強い人もいれば弱い人もいることが現代ではわかっている。身体をナイフで傷つけられたら痛くて、治りが早い人もいれば遅い人もいるというように、メンタルも言葉や態度というナイフで傷つけられると血は見えないけれど当然痛くて、治りが早い人もいれば傷が治りにくい人も、後遺症が残る人もいる。実際に自殺に追い込まれる人もいる。そんなリスクを冒してまでいじめという方法で鍛える必要があるのだろうか？メンタルを鍛えるのであれば、公正な競争である部活の大会やコンクール、受験でも十分なのでは？」
さらに、「大人は強くて何を言われても傷つかないというのは大きな間違いで、大人も傷ついている。あなた方もあと数年で法的には大人になるけれどもそれで急に心が強くなると思うか？言葉に傷つかなくなった鈍感という意味で強くなった人間には多くの人の心をとらえる良い仕事は出来ないと思う。なぜなら、多くの人の心に響く仕事をするには感性が豊かでなければいけないから。身近な先生方ということでいうと、純粋な高校生に関わっていくことを仕事に選んだ人なわけだから、きっと感受性は強い人が多いと思う。」という話もしました。これについては、生徒は全く考えたこともなかったという表情をして聞いていたのが印象的でした。


～　最後に　～
上に挙げた問いを生徒に投げかけると、一部教師による導きが入るものの、今まで実施してきた１５クラス全てで必ずといってよいほど一定の方向へ話が収束していきました。生徒からの反応や感想から、これらの問いを中心として4月の早い時期にクラス全員と教師が共に考え語り合うことで教師がいじめ問題に対して高い関心を持っているという姿勢を示し、その後も生徒が忘れかけて指導をする度毎にこれらの問いに立ち返って考えさせることができれば、生徒自身による理解に基づいた形でのいじめ防止にプラスになる、またはいじめが起こった場合でも良心的生徒の理解と協力を得て対応していくベース作りをしておくことができると感じています。また、もう一つの効果として、感想として「特になし」と書くなど、反応が薄い生徒はいじめに向かう可能性がほかの生徒に比べ高いことが推察でき、逆にいじめが起こった際に心強い協力者になってくれるであろう良心的な生徒も書かれた内容から浮かび上がるという効果があります。
この授業実践の方法は、基本的にいじめを正当化する理屈について問いを投げかけ、あとは生徒自身が筋道立てて考える流れを一部教師が補うだけであるため、どんな先生でも実践することが可能であると思います。また、「倫理」の教師であれば、この後の授業で古今東西の先哲の知恵を道しるべとして理想的な人としての在り方や人と人との関わり合い方について考えを深めさせていくこともできると思います。集団の大半が正しい道筋を了解できるようになると、クラスという身近な仲間との係わり合い方を理想に近づけようと行動に移し始める者が確実に出てくるものと考えています。

子供の社会は大人社会を映し出す鏡であるならば、当然いじめという問題は、生徒だけでなく大人社会の問題でもあります。間もなく大人社会に出ていく高校生は、現に大人社会にできていないことを自分たちに求めないで欲しいということも当然思いますので、いじめ問題について教師が自信を持って生徒の導き役を果たすためには、まず教師自身が大人社会も例外ではない社会全体の問題に向き合っているのだという意識を明確に持つことが必要なことなのではないかと考えます。














5

